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  ギイに直撃！！（笑） (2002.9)


  
    りか「おはようございます」

    ギイ「朝早くからなんだよ。せっかく託生の寝顔を見て楽しんでいたのに」

    りか「それは、申し訳ない。でも、昨日もしたんでしょ？」

    ギイ「そりゃ、もちろん！１週間ぶりの色っぽい託生にノックアウトだぜ」

    りか「で、ズバリそのことなんですが、ギイ、満足してます？」

    ギイ「はぁ？」

    りか「いや、だからですねぇ。ちまたでは託生君＝マグロ君と言われてるんですが」

    ギイ「マグロ？」

    りか「だから、ギイにしてもらってばっかりで、自分は動かないと………」

    ギイ「そうかな？託生も動いてるぞ。あの腰の揺らめきがなんとも言えない（ニヤリ）」

    りか「それだけ？」

    ギイ「それ以外なにかあるか？」

    りか「託生君からお誘いを受けるとか、○○○をしてもらうとか、上に乗っかってもらうとか」

    ギイ「お誘いねぇ。まぁ言葉ではなかなか言ってもらえないけど、目を見りゃわかる」

    りか「でも、『抱いて』とか『しよ』とか『その気になっちゃった』とか、ムギュって握られるとか」

    ギイ「『その気になっちゃった』って言われたら、もう襲い掛かるだろうな」

    りか「と言う事は、言われた事がないと」

    ギイ「ないなぁ。そうムギュっていうのは、一度やってもらいたいね」

    りか「じゃあ、もし託生君がしたら？」

    ギイ「まず、驚くだろうな。ほんとに託生か？って。そのあとは、握り返す！」

    りか「で、雪崩れ込むと」

    ギイ「当たり前だろ？」

    りか「では、○○○は？」

    ギイ「こないだ初めてしてもらったんだ！」

    りか「それはそれは、おめでとうございます」

    ギイ「いや～、あれは癖になるなぁ。もう男のロマンだぜ。慣れない舌の動きがまた可愛くて」

    りか「………立ってますけど」

    ギイ「こりゃ、失礼」

    りか「また機会があれば、してもらいたい？」

    ギイ「もう毎日でもしてもらいたい！」

    りか「はいはい。託生君にお願いしてください」

    ギイ「言ったら殴られた」

    リか「一応、言ってみたんですね」

    ギイ「真っ赤な顔して『ギイのバカ！！』ってな」

    りか「顔が崩れてますよ」

    ギイ「………失礼なヤツだなぁ」

    りか「それは、申し訳ない。とりあえずは今のままでいいと？」

    ギイ「まぁな。恥ずかしがって応えてくれる託生が好きだからな」

    りか「それって、ちょっとSM入ってるんじゃないですか？」

    ギイ「SMか。………やってみたい（ボソッ）」

    りか「それは、ギイの腕次第でしょう」

    ギイ「そうか………。オレのテクニックもまだまだだな」

    りか「テクニック向上、がんばってください」

    ギイ「OK。で、インタビューは終わりか？」

    りか「まだまだ訊きたい事あったんですけどね、買い物に行かなきゃいけないんで」

    ギイ「そうか。託生が起きてたら、久しぶりにデートでもするかな」

    りか「では、今日はどうもありがとうございました」

    ギイ「惚気話だったら、いつでもしてやるぞ」

    りか「惚気話より、寝室にお邪魔したいです」

    ギイ「オレはかまわないが、託生に見つからないようにな」

    りか「今度、鍵開けててくださいね」

    　

    

    　

    

    すんません！

    以前、日記（９月２１日）に書いたものですが、日記を引っ越しちゃったんで、いつか消えちゃうんで、とりあえずアップしてみました。

    って、これって、アップしたらヤバい？！（２００２．１２．２１）
  


  ギイの隠れ趣味？ (2003.4)


  
    「あれ？ギイ、携帯変えたの？」

    　久しぶりの３００号室で、ぼくの為にコーヒーを用意している背中に訊いた。

    「いや、変えてないぞ」

    「え？これ携帯じゃないの？携帯にしては大きいような気もするけど」

    　机の上に置かれた、携帯らしきものを取り上げ、ギイに示す。

    「あぁ、それか」

    　ギイは手にしたカップをソファの前に置き、ぼくの手からそれを取り上げた。

    「これはな、スマートブレイン社が作った、人工衛星からデータを取り出すための携帯だ」

    「スマート………？」

    「スマートブレイン」

    　ふぅんと、ギイから携帯を渡されパチンと中を開けてみる。

    　なるほど。

    　確かに液晶とダイヤルボタンは付いているが、その他に「ENTER」ボタンがある。

    「実はな、これすごいモノなんだぜ」

    　どこがすごいのかわからないけど、ギイが言うのなら、なにかすごい秘密がありそうな気がする。

    　教えてくれないの？とギイを見返すと、おっほんと咳払いなどをして、やけにかしこまってギイが言った。

    「この携帯で『５５５　ENTER』と押すとな、なんと！」

    「何？」

    「仮面ライダー５５５に変身できるんだ！」

    　………………………くらくら～～～～。

    「何に、変身できるって？」

    「仮面ライダー５５５」

    「そう、よかったね」

    　どれだけすごいものかと思ったら、単なるおもちゃじゃないか。

    　期待して損した。

    「おい、真剣に聞いてないだろ」

    「別に真剣に聞く内容でもないだろ？第一以前にも聞いたじゃないか。腕にカードを装着してとかなんとか」

    「あれは、仮面ライダー龍騎だ」

    「変わったの？」

    「そう。変わったんだ」

    　階段長の仕事で忙しいんじゃなかったっけ？一体、いつこんなおもちゃ買いに行ってるんだか。

    「ここをこう曲げるとフォンブラスターだろ。ファイズポインターと合体させてビームを出すんだ」

    「はいはい」

    　うきうきと子供のように話すギイに、心底呆れてしまう。

    　これ以上訊いていると、せっかく入れてくれたコーヒーが冷めてしまうので、ギイを残してソファに移動した。

    「おい、まだ話は終わってないぞ」

    「話だったら、飲みながら聞くから」

    　そうか？と胡散臭そうな顔をしながら、それでもおもちゃを片手に話を続ける。

    「それでな。今度の主人公、イヌイ　タクミって言うんだ」

    「ぐっ！ぼくと同じ名前？」

    「それでな、託生」

    　ギイは、携帯もどきとベルトをぼくの膝に置いた。

    「ファイズに変身してくれ」

    「………………………」

    　ぼくの両手挟みパンチが見事に決まった。

    

    

    

    

    近所のスーパーに行ったら、「仮面ライダー５５５」の主題歌が流れておりまして、そうしたら、なぜか頭にふわふわ～と浮かんでしまった。

    ギイファンの方、ごめんなさ～～～い！！

    （２００２．４．８）
  


  ３分クッキング♪(2003.7)


  
    今日のメニュー

    　　　　　　託生巻き

    

    材料

    　　　　　　デカイ海苔、託生くん一人

    

    作り方

    　　　　　　お風呂で綺麗になった託生を、甘いキスと巧みな愛撫ですっぽんぽんにする

    　　　　　　用意しておいた海苔でぐるぐる巻きにし、託生巻きの出来上がり

    　　　　　　わさびはお好みでどうぞ♪

    

    

    

    ギイ「………………」

    りか「なに？」

    ギイ「もちろん、オレ専用なんだろうな」

    りか「どうでしょう？美味しそうだから、食べたい人結構いそうだし」

    ギイ「オレ専用だ！！！」

    りか「はいはい。レシピ教えてあげたのだから、後日レポート提出する事」

    ギイ「惚気でいいのか？！」

    りか「惚気しか書けないでしょ？」

    ギイ「おう！『託生の美味しい食べ方』でも書いてみるか」

    

    

    

    遊んでます。手巻き寿司からどうして託生巻きになるのだろうか………。

    私の頭って、絶対ネジが１本外れてるな。

    （２００３．７．１６）
  


  いちゃいちゃパラダイス(2004.3)


  
    「ギイ、何読んでるの」

    

    「ん～？これ」

    

    本のタイトル『いちゃいちゃパラダイス』

    

    「………面白い？（怒）」

    

    「勉強になるぞ？」

    

    「ふ～ん。あ、ぼく、ちょっとトイレ」

    

    「あぁ（真剣）」

    

    ・

    ・

    ・

    ・

    ・

    ・

    ・

    ・

    

    「お帰り～」

    

    「ほーーーーー。人に厄介事押し付けて、自分は勉強中ね」

    

    「げっ！章三？！」

    

    「それも、『いちゃいちゃパラダイス』とは………」

    

    「や、これには、深い事情が………」

    

    「これ以上、いちゃいちゃされてたまるか！！没収だ！！！」

    

    「横暴だぞ、章三！」

    

    「こういう時は、赤池君に限るね♪（大満足）」

    

    

    

    

    いえ、NARUTOのCMで、かかし先生（声：井上和彦）が『いちゃいちゃパラダイス』ってのを読んでまして、思わずギイに変換しちゃったってわけで；

    まぁ、個人的にはそんな本は読まないとは思うんだけどね。

    あはははははは………笑って誤魔化す。
  


  いちゃいちゃバイオレンス(2004.5)


  
    「ギイ、何読んでるの」

    

    「ん～？これ」

    

    本のタイトル『いちゃいちゃバイオレンス』

    

    「！！！！（も………もしかして、ギイ、ＳＭに興味が出てきたんじゃ………？！）」

    

    「どうした、託生？」

    

    「う………ううん、何でもないよ」

    

    「そうか？顔色悪いけど大丈夫か？」

    

    「あ………ちょっと、お水飲んでくるよ」

    

    「あぁ」

    

    ・

    ・

    ・

    ・

    ・

    ・

    ・

    ・

    

    「ギイ！！お前、とうとう変態になったのか？！」

    

    「章三？！いきなり入ってきて、何だ？！」

    

    「ＳＭの本を真剣に読んでいるらしいじゃないか？！」

    

    「これのどこが？！相手の女が空手３段の腕前で、恋をするのも命懸けだというような話だぞ。ＳＭの本なんて読むか！！………………興味あるけど（ぼそっ）」

    

    「………やっぱり、あるんじゃないか」

    

    「いや、それは、男のロマンってやつで………」

    

    「ロマンだってさ、葉山。どうする？」

    

    「ギイ………………半径１m以内には、近寄らないで！！（怒）」

    

    「託生～～～～～」

    

    

    

    

    はい。相変わらず馬鹿なことを；

    案の定、NARUTOで、かかし先生（声：井上和彦）が今度は『いちゃいちゃバイオレンス』ってのを読んでまして、またしてもギイに変換してみたわけです。

    本の表紙は、花束を持った男性が、相手の女性に足蹴りされている絵だったんですけどね。

    あはははははは………笑って誤魔化す。
  


  ギイに直撃！！　Pert2(2004.8)


  
    りか「おはようございます」

    ギイ「なんだ。まだお前か。ふぁ～～あ」

    りか「えぇ。どこでもデバガメのりかでございます」

    ギイ「デバガメするのはいいけど、どうして、こう朝早くに来るんだよ？」

    りか「そりゃあ、夜は二人の邪魔をしたらいけないと、自粛しているんで」

    ギイ「なるほど。で、今回は何？」

    りか「あのＣＩＥＬの表紙で、ちょっと………」

    ギイ「ＣＩＥＬの表紙？そういえば、ちょっと前にカメラマンが来たな」

    りか「それです」

    ギイ「それが、どうかしたのか？」

    りか「いえね、今までも制服姿の託生くんの首元を覗かせてキスしてたりしてましたけど、今回結構肌蹴てたなと思いまして」

    ギイ「嬉しかったろ？」

    りか「えぇ、嬉しかったですよ。サービスしてくれて」

    ギイ「オレとしては、託生の柔肌を見せるのはヒジョーに不本意だったんだが、ここんとこ主役の座を奪われそうなんで仕方なしにな」

    りか「なるほど。でも、どうせなら、あと３cmほどサービスしてくれてもよかったのでは？」

    ギイ「却下。あれ以上、託生の体見せれるかよ。第一、あれを撮るのも大変だったんだぞ？」

    りか「そういえば、あの託生くんを、どうやって撮ったんですか？」

    ギイ「そりゃあ、オレのキスでメロメロにして、とろ～んとなっている所をすかさず！」

    りか「………顔がだらしないですよ」

    ギイ「………相変わらず失礼なヤツだな」

    りか「でも、あの浴衣は色っぽいですね」

    ギイ「だろ？フミさんが用意していてくれてな………（思い出し笑い）」

    りか「何、スケベ笑いしてるんですか？」

    ギイ「ことごとく失礼なヤツだな。いや、浴衣を用意してくれてるって言ったら、見えるところにはキスマークつけるなって言われてさ………」

    りか「無茶な要求をしたと？」

    ギイ「そんな無茶は言ってないぞ？前からだとどうしてもキスしたくなるから、今夜は後ろからなって」

    りか「我慢すること考えないんですか？」

    ギイ「託生を前に我慢できるか」

    りか「はいはい」

    ギイ「そう言えば、大丈夫だったのか？」

    りか「何がです？」

    ギイ「ご主人にＣＩＥＬ見られたって言ってなかったか？」

    りか「あぁ。私が見る前に、勝手に紐を切られて、中のポスターも広げられて、パラパラ見てましたねぇ」

    ギイ「それで？」

    りか「別に？何も言われなかったですよ」

    ギイ「信用あるなぁ」

    りか「って言うか、諦めてるんじゃないですか？あれがレズ漫画だったら、突っ込まれそうですけど」

    ギイ「どうして？」

    りか「とうとう、レズに走ったか？！って」

    ギイ「………あぁ、ご主人にレズっ気あるって言われてたもんな」

    りか「そういうことです」

    ギイ「で、そろそろ託生を起こす時間なんだが？」

    りか「あ、もうそんな時間ですか。って、託生くんの目覚まし時計はないんですか？」

    ギイ「あるにはあるが、あんな無粋な音より、オレのキスの方がいいだろ？ぽや～と目を開ける瞬間が可愛いんだよな（にやり）」

    りか「………最後の最後まで惚気てくれて、ありがとうございます」

    

    

    

    なにやってるんだか………。久しぶりにギイタクに萌えたんで、ちょっと遊んでみました。

    新作、読みたいよ～～～～～。（２００４．８．１５）
  


  たくみ(2007.7)


  
    「葉山！！！」

    

    「うわぁぁぁぁぁ！！な………何、赤池君？」

    

    「あいつをどうにかしろ！」

    

    「あいつ？………ギイ？ギイがどうかしたの？」

    

    「どうかしたのじゃない！あの恥ずかしい歌をやめさせろ！」

    

    「歌………？」

    

    

    

    「たーくーみー　た～っぷり　た～っぷり～　たーくみー♪（たらこの替え歌）」

    

    

    

    ギイの後頭部にぼくの蹴りが入ったのは、言うまでもない。

    

    

    

    

    ………たぶん1年くらい前に書いたのではないでしょうか。

    えぇ、たぶん。

    書いたというよりは、「タラコ、たっぷり」が「たくみ、たっぷり」に変換されてインプットされただけの話で；

    見つかったんで、とりあえずアップ。
  


  ひよこ組（2007.8）


  
    「大きくなったら吉沢と結婚するから、葉山せんせー証人になってよ」

    　

    「それはいいけど………というか、君たち男の子じゃ………」

    　

    「この砂山の形、風景に溶け込んで芸術的だよな」

    　

    「そ………うだね、赤池くん」

    　

    「託生～！腹減った、おやつまだ～？」

    　

    「崎くん………葉山せんせいだって、いつも言ってるでしょ？」

    　

    「違うぞ！ギイだ！」

    　

    「ご………ごめん、ギイくん」

    　

    「あー！ずるいっす。じゃあ俺のこと兼満って呼んで」

    　

    「お前には10万年早いわ（ボコッ）」

    　

    「葉山さーん、アラタさんが～～～！（あぐあぐっ）」

    　

    「………真行寺くん、葉山せんせいだってば」

    　

    ひよこ組の葉山せんせいは、子供たちに大人気です。

    　

    　

    託生くんが先生だったらなぁと思ったら、こんなになっちゃいました。

    でも、ものすごい個性豊かなお子ちゃまが集まりそうだな。

    （2007.8.4）

    　

    PS

    「ひよこ組ではなく、さくら組でもいいのでは？」

    という質問をいただきまして………。

    託生くん＝さくらはお約束。

    私も、最初「さくら組」と考えてました。

    が、「さくら型のバッチ」と「ひよこ型のバッチ」を考えたとき、絶対似合わないだろう「ひよこ型のバッチ」が残ってしまったんです。

    想像してみてください。

    「ひよこ型のバッチ」を胸にした、ギイに章三くんに三洲くんに真行寺くん。

    （高林くんは似合いそうなんで除外）

    生意気な態度とのギャップが、私的に萌えv

    ということで、「ひよこ組」に決まりました。

    ………って、本文より長い解説でした；

    （2007.8.5）
  


  法則(2007.9)


  
    「た～くみ」

    　

    「ダメ！」

    　

    「なんでだよぉ？」

    　

    「昨日も一昨日も一昨昨日もだろ？！ぼくの体が持たない！」

    　

    「たった3日じゃん」

    　

    「たった3日ってね！」

    　

    「お前、九乗の法則で言えば、毎日できるのが基本なんだぞ」

    　

    「はぁ？」

    　

    　

    ギイ君に代わって、管理人がご説明します。

    九乗の法則と言うのは、男性の下半身の元気度のバロメーターのようなものと言われてます。

    　

    10代…1×9=9(10日に9回)

    20代…2×9=18(10日に8回)

    30代…3×9=27(20日に7回)

    40代…4×9=36(30日に6回)

    50代…5×9=45(40日に5回)

    60代…6×9=54(50日に4回)

    　

    これが標準回数らしいんですが、本当の所わかりません（汗）

    説明、終わり。

    　

    　

    「だから、バリバリ10代のオレ達は、毎日してちょうどいいくらいなんだぞ」

    　

    「………ギイ、それって1日につき1回が基本なんだろ」

    　

    「ん？」

    　

    「昨日4回、一昨日3回、一昨昨日5回、合計12回！この3日で12日分消化したってことじゃないか！」

    　

    「そうなるのか？」

    　

    「そうだよ！ということは、12日分マイナス3日で、9日分すでに消費しちゃったってことだから、今日から9日エッチはなし！」

    　

    「ちょっ………託生！」

    　

    「じゃ、おやすみなさい」

    　

    「待て！寝るな！そんなことしたら、オレ悶え死ぬ！」

    　

    「ぼく、知らない」

    　

    「たくみ～～～～！！！」

    　

    　

    　

    すみません（汗）

    ギイタク共々、キャラ変わってます。

    でも、イク回数って絶対託生君の方が、多いと思うんですよね。

    そう、思いませんか？（誰に聞いてる？）

    (2007.9.25)
  


  もしもあの子が先生だったら(2010.10)


  
    web拍手に載せているお題『web拍手のためのもしもな五題』（愛は刹那様にお借りしました）の中から、「もしもあの子が先生だったら」です。

    パラレルですので、苦手な方は、お戻りください。

    

    

    

    

    

    

    　鼻歌を歌いたいくらい上機嫌なオレの手には、リコーダーと音楽の教科書。

    　学年末テストの答案用紙が返ってきた直後、音楽室に呼び出されたのだ。

    　言うなれば、追試。

    　元々楽器演奏の素質は全くなく、音楽とは程遠い音楽になってしまうオレは、成績をペーパーの点数で上げるしかないのだが、赤点になってしまったようだ。

    　足取り軽く階段を上り、音楽室のドアをノックした。

    　「どうぞ」の声に「失礼します」とドアを開け、中に入る。

    「呼び出しちゃって、ごめんね」

    　申し訳なさそうに、中にいた人物が謝った。

    　葉山託生23歳。

    　去年3月音大を卒業し、この祠堂にやってきた新任音楽教師。　

    　優しげな表情に、まだまだ高校生でも通るベビーフェイス。

    　まるで野に咲く花のような人物に恋心を抱く輩は多く、漏れなくオレもその中の一人だった。

    　葉山先生は、そのまま空いている椅子をオレに勧め、その向かいに腰かけた。

    「実は、崎君の成績なんだけど………」

    　と、この1年間のデータをオレの前に並べた。

    「ペーパーもね、今回ちょっと悪かったみたいだし、実技の方が………。ほら、音楽ってどうしても、実技重視になるものだから、点数に直すと赤点になっちゃうんだ」

    　自分が悪いわけではないのに、申し訳なさそうに説明をする。

    　実は説明されなくても、1年間のデータは頭の中に入っていた。

    　それは、そうだろ。”赤点”になるように、今回のペーパーを操作したんだから。

    「音楽………嫌いかな？」

    「そんなことはありませんよ。リコーダーや歌は苦手ですけど」

    「あのね、何かできる楽器とかある？それで、点数を上げたいんだけど」

    　こういう所が、葉山先生の利点であり、融通の利かない所でもある。

    　留年生を出したくないけど、何もせずに点数を上げることもできない。

    真正直な澄んだ目でじっと見詰められて、ドキリとしたオレは、

    「トライアングルくらいなら、打てますけどねぇ」

    　と、少し視線を反らす。

    　それをどう取ったのかはわからないが、

    「トライアングルは………」

    　と、葉山先生は口を濁らせた。

    　そりゃ、そうだ。幼稚園児にでもできるのだから。

    　困った顔で「何かないかなぁ」と考えている葉山先生に、

    「それ以外は………ダンスですかね」

    「ダンス？」

    　葉山先生の黒縁の目が、驚きに開いた。

    　オレは、フィンガースナップでカウント取りながら立ち上がり、ステップを踏む。

    　葉山先生は目を輝かせ「すごいすごい」と嬉しそうに手拍子を叩いた。

    気を良くしたオレは、

    「先生も踊ります？」

    「ええっ、ぼく？！」

    「ほら、立って立って」

    　柔らかな手を取り、慌てふためく葉山先生を立たせカウントを取ると、

    「崎君が踊ったようなダンスなんて、できないよ」

    　と、ぶんぶん首を横に振る。

    「じゃあ、なんだったらできますか？」

    「………ソシアルくらいなら」

    　へぇ。

    「では………Shall We Dance?」

    　と手を差し出すと葉山先生は柔らかな手を重ね、戸惑いもなく左右逆の女性パートのホールドを作った。

    「先生は、女性パート慣れてるんですか？」

    　オレの言葉に照れながら、

    「ぼく、あまり背が高くないから、女性の人数が少ないときに女性側に回されたんだよ」

    「そうなんですか」

    　そして、１．２．３．１．２．３と、ワルツのステップを踏む。

    　軽やかなステップに、相当練習したんだろうと予想ができたのだが、それと同時に練習相手のパートナーにメラメラと嫉妬心が沸き起こる。

    　葉山先生を腕に抱いた人間が、どれだけいるのだろうか。もしかしたら、わざと葉山先生を女性パートにさせたのではないだろうか。

    　自分の心を持て余したオレは、葉山先生を壁に押し付けていた。

    「崎君………？」

    「先生は、キスしたことある？」

    「な………なに言って………」

    　サッと朱が走った顔に、全身の血が逆流するような感覚を覚えた。本能が理性を麻痺させ、赤い口唇に釘付けになる。

    　そう感じた瞬間、オレは葉山先生に口付けていた。

    　想像通りの柔らかな感触に、頬が緩む。

    「………さ………きく…………ん」

    「崎君じゃないよ。ギイ」

    「ギ………イ………？」

    「初めて見たときから、先生………いや、託生が好きだった」

    「そ………そんなこと、言われても………あの…………」

    　耳まで真っ赤に染めながら、あたふたと視線を彷徨わす。

    　固定していた手を自由にし、そのまま右手を葉山先生の頬に滑らし、濡れた口唇を親指でゆっくり撫でた。

    「託生………」

    　呆然とオレを見る葉山先生に悠然と微笑み、もう一度口付ける。

    　滑り込ませた舌にビクッと弾む体を腕に閉じ込め、オレは心行くまで葉山先生の舌を味わい、口唇を離した。

    　とたん、華奢な体がポスンと胸に落ちてくる。

    　止めとばかりに耳元で「愛してる」と囁いた。

    

    

    

    「ギイ………ギイってば！」

    「………………託生？」

    「ちゃんと着替えて、ベッドに入らないと風邪ひくよ？」

    　見上げると顔を曇らせた託生が、心配げに覗き込んでいる。

    　見回すと、そこは音楽室ではなく、二人のスィートルーム305号室。

    　転寝するつもりが、そのまま寝入ってしまったようだ。

    　そこには、当たり前だが、歳相応の見慣れた高校生の託生がいた。

    　教師の託生も色っぽかったなぁ。

    「ちょっと残念かも」

    「何が？」

    　キョトンと首を傾げる託生の腕を引っ張り、オレの腕の中に閉じ込める。

    「託生」

    「なに？」

    「音楽の先生も似合いそうだな」

    「は？一体、何言ってるのさ」

    　わけがわからないと顔に書いた託生の頬にキスを落とし、「シャワー浴びてくる」とバスルームに向かった。

    　少し大人の託生でも、シャイなところは変わらなかったな。

    　これから先の未来を垣間見たような、得をした気分でドアを開けた。

    

    

    

    

    web拍手には、あとお題が４題あるのですが、全然妄想できそうにないです。

    猫は、既に多くのサイト様で発表されているし、女の子は、絶対ギイが花男の道○寺みたいになりそうだし（…ってか、私が花男の二次書いたら、絶対道○寺が ストーカーになって、つ○しを誘拐して、スウェーデン・シンドロームさせて、無理矢理結婚させてしまう自信がある(-.-;)）、子供はとりあえずプチが いるし、恋人はまんまやんと思うし。

    書いてて、結構楽しかったかも（笑）

    (2010.10.3)
  


  もしもあの子が先生だったらPert2(2010.10)


  
    web拍手に載せているお題『web拍手のためのもしもな五題』（愛は刹那様にお借りしました）の中から、「もしもあの子が先生だったら（ギイ＝先生）」です。

    パラレルですので、苦手な方は、お戻りください。

    

    

    

    

    

    

    「答案用紙、返すぞ。名前呼ばれたら、取りにきてくれ。………赤池！」

    「はい」

    　学年末テストの翌日、世にも恐ろしい英語の時間。

    　英語教師、崎先生の張りのある低音が教室に響く。

    　崎義一、27歳。

    　ぼくが入学する前から、ここ祠堂の英語教師をしているらしい。

    日仏クォーターのアメリカ人。

    　ネイティブな発音に、わかりやすい授業。容姿端麗、眉目秀麗、才色兼備と四字熟語がとても似合い、生徒達の間でも人気が高い。

    　噂では、どこかの大企業の御曹司だとか、ものすごいプレイボーイだとか（そりゃ、女性が放っておかないよね）聞くけれど、つい最近、奥さんとお子さんの写真が出回った。

    　3年生の誰かが受験で東京に行った時、偶然、崎先生を見て隠し撮りをしたらしい。

    　ぼくにも回ってきたけど、とても綺麗な奥さんと1歳くらいの（先生によく似た）お子さんを抱いた崎先生が、笑顔で写っていた。

    「葉山………葉山？」

    「は………はい！」

    　現実を逃避している間に順番が回ってきたらしく慌てて教壇の前に行くと、崎先生はぼくの顔を見詰め「はぁ」と溜息を付いて、ぼくの前に答案用紙を出した。

    　そのまま固まる、ぼく。

    　………35点。………追試決定。

    　次いで、答案用紙の上にメモ用紙が乗せられた。

    

    『PM8：00　答案用紙と筆記用具を持って、職員宿舎305号室へ』

    

    　恐る恐る上を見ると、崎先生は人の悪い顔でニヤリと笑い、

    「福田！」

    　と、次の人間を呼んだ。

    　がっくりと項垂れ、席に戻る。

    「託生、生きてるか？」

    　心配そうにルームメイトの利久が、こそこそと声をかけてきた。

    「今、死んだ………」

    「そうか、復活の呪文唱えてやろうか？」

    「どうせならパルプンテにして」

    　パルプンテなら、もしかしたら点数が満点になるかもしれない！

    　なんてバカな事を言ってても、この手の中にある点数は変わらない。渡されたメモ用紙が、まるで死刑宣告のように見えた。

    　その日の夕食が、ぼくの大好物のから揚げだったにも拘らず、喉を通らなかったのは言うまでもない。

    

    

    　午後7時55分。

    　足を踏み入れたことがない職員宿舎のドアを開けた。

    　少し小振りではあるけれど、寮と同じような造りなのに、シーンと静まり返っている。

    　その静けさがますますぼくを緊張させ、まるでお化け屋敷に入ったかのように、おっかなびっくり足音を立てずに階段を上った。

    　305号室。崎先生の部屋。

    　何の変哲もない普通のドアなのに、ぼくには鋼鉄でできた脱出不可能な監禁室のドアのように見える。

    　あぁ、一体、何を言われるのか………。

    「やっぱり利久に、パルプンテかけてもらっておけばよかった」

    　この期に及んで、まだ現実逃避を企むのか、ぼくの頭は。

    　覚悟を決めて8時ぴったりに、305号室のドアをノックすると、

    「葉山か、入れ」

    　すぐに崎先生が顔を出し、ぼくを室内に導きいれた。

    　寮と同じ広さの部屋。窓際の机とベッド。手前にソファセット。

    　まるで階段長の部屋みたいだ。

    　ドアの前から動かず立ったままのぼくに、

    「そこに座っていてくれ」

    　そう言うと、崎先生はコーヒーメーカーから、カップ２つにコーヒーを入れた。

    　でも、なんだか、変な匂い。

    「ほら、葉山はブラック砂糖入り」

    　そう言いながら、ぼくの前にカップを置き、自分の分のブラックを持って向かいの席に座った。

    　普段ぼくの好みはカフェ・オ・レだけど、疲れているときはブラックの砂糖入り。

    　今のぼくには、とても好みなのだけど、どうして崎先生がそれを知っているのか。

    　訝しげな顔をしていたのか、

    「嫌いだったか？」

    　崎先生が、慌てたように腰を浮かす。

    「いえ！ありがとうございます。いただきます」

    　そう言って一口飲むと、崎先生はホッとしたような顔をして腰を落ち着けた。

    「あの、これ、匂いが………甘いですね」

    「そうだろ？バニラ・マカダミアン。フレーバーコーヒーだよ。メルヘンちっくだろ？」

    「………はぁ」

    　メルヘンって、なんだか崎先生には、全然似合わないんですけど。

    　だけど、美味しそうに飲んでいる崎先生に言える訳がなく、暖かいバニラ風味のコーヒーをもう一口飲んでみる。

    　しかし、こうして和んでいてもいいのだろうか。

    　ぼくの心が聞こえたように、

    「あとで、ゆっくり話があるからな。緊張を解しておけ」

    　崎先生はニヤリと笑ってカップに口を付けた。

    

    

    　コーヒータイムも終わり、

    「さてと」

    　崎先生がぼくのデータをどさりとローテーブルに置いた。

    　そこに並んだ、目を覆いたくなるような数字の数々。

    「葉山自身が一番よくわかっているとは思うが、授業態度、提出物を満点にしても、ペーパーがなぁ」

    「はい」

    　言葉を濁さずとも、はっきり出ているぼくの点数。

    　崎先生は、長い足を組み、ついでに腕まで組んで、「うーん」と唸った。

    「葉山は英語が嫌いなのか？」

    「嫌い………ではないですけど………苦手です」

    　本当は嫌いだけど。

    　何を書いてあるのか、チンプンカンプンだけど。

    　英語教師に向かって、はっきり「嫌いです」なんて言える度胸はぼくにはない。

    「そうか………」

    　崎先生はポツリと呟き、少し躊躇って、

    「じゃあ、オレが嫌いなのか？」

    「えぇっ？！」

    　どうして、そこで崎先生が嫌いという話になるのだろうか。

    　あ、そうか！

    　嫌いな先生だから、授業は受けないという人がいるからか。

    　でも、嫌いじゃないけれど、どちらかと言うと、好きの部類に入るのかもしれないけれど、「好きです」なんて告白しているみたいで言えないし………えとえと………。

    　じっと、返事を待っている崎先生の顔をチラリと見て、

    「嫌い………ではないです………」

    　無難な答えを出したつもりなのだが、崎先生は、ホッとしたように詰めていた息を吐き、

    「それは、よかった」

    　嬉しそうに笑った。

    　その笑顔に、ぼくの心臓がドキンとなり、顔に熱が集まる。

    　先生が格好いいのは、前から知ってた事じゃないか。やだな。

    「ま、とりあえずは明日の午後8時、今日と一緒だな、追試を受けてもらう。合格ラインは70点。その代わり、問題はこれと一緒。答えを渡してあるから丸覚えすれば、なんとかなるだろ？」

    　と、ウインクを決める。

    　落ちこぼれ生徒を助ける、救済制度。やる気さえあれば、70点くらいの丸覚えはできるだろう。

    「わかりました」

    　崎先生は満足そうに笑った。

    

    

    「じゃあ、明日な。がんばれよ」

    　退室するぼくをドアまで送り、崎先生は片手を上げた。

    　部屋に入るときは緊張しっぱなしだったのに、寛大な措置のおかげで足取りが軽くなる。

    　そして、ドアの外で崎先生と向きあい、

    「失礼しました」

    　と顔を上げたぼくの視界にふわふわの茶色が写った。

    　「なんだろう？」とぼんやり茶色を追っていたら、今度は口唇に柔らかい何かが押し付けられる。

    　ぼくの手から、荷物が滑り落ちた。

    　押し付けられた何かがゆっくり離れ、

    「合格ラインは70点だがな、一つ間違うごとに、キス一つな」

    　その何かから、声が出る。

    　え、え、え？

    　崎先生は、荷物を拾ってぼくの手に押し付けると、

    「おやすみ」

    　パタリとドアを閉めた。

    　呆然と廊下を歩いて靴を履き、職員宿舎を出て冷たい夜風が頬を撫でた時、今起こった現実がぼくの脳まで届いた。

    「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ？！」

    　なに、なに今の？！口唇に触れた何かって、崎先生の………！

    　信じられない出来事に、カーッと耳まで熱くなり、ぼくは職員宿舎から飛んで逃げるように滅茶苦茶走り寮に駆け込んだ。

    　バタバタと421号室に飛び込むと、後ろ手にドアを閉めその場にずるずるとしゃがみこむ。

    　荒い息が、走ったせいなのか、はたまた先ほどのキスのせいなのか。

    「あー、託生、帰ってたんだ」

    　洗面所に続くドアが開き利久が顔を覗かせ、誰もいないと思い込んでいたぼくは、飛び上がらんくらい驚いた。

    「と……と……と………」

    「ととと？」

    「何でもない！何でもない！何もない！！」

    　ぶんぶんと横に首を振り、利久の訝しげな視線を跳ね除ける。

    「それだったら、いいんだけど。託生ぃ、顔赤いぞ。熱でもあるんじゃないのか？」

    「は………走ってきたから！」

    「ふぅん。それで、追試はどうなったんだ？」

    「あ………明日の晩に、学年末と同じ問題で」

    「よかったじゃないか、託生。一日あったら丸覚えできるぞ」

    　自分の事のように喜ぶ利久に曖昧に笑い、荷物を置き「お風呂入ってくる」と着替えを持ってドアを開けた。

    　少し熱めのお湯に浸かり、気持ちを落ち着かせる。

    　なのに。

    　崎先生の口唇が、ぼくの口唇に………。

    　思い出して、また頭に血が上る。

    　ダメだ、ダメだ、考えちゃダメ！

    　何度も、思い出しては否定し思い出しては否定し、ふとある事実を思い出した。

    　崎先生、奥さんも子供もいるのに………。

    　ふいに、胸の奥がぽっかり穴が空いたような感覚になる。

    　…………やっぱり、からかわれたんだ。

    　何故だかわからないけど、ポロリと涙が零れた。

    

    

    　翌日、午後8時。

    「昨日は何もなかった。昨日は何もなかった。昨日は何もなかった………よしっ」

    　気合を入れ、覚悟も決めて、ドアをノックした。

    　中から崎先生が現れ、そのまま窓際のデスクへと案内される。

    　崎先生のデスクには、学年末テストと同じ試験問題と答案用紙が既に用意してあった。

    「時間は50分間だからな、8時54分まで」

    　の声と共に、ぼくはテストに向かう。

    　朝からノートが真っ黒になるまで「答え」を書きまくり、丸覚えしたんだ。

    　時間いっぱいまで、何度も何度も見直して、よしっ、完璧！

    「できました！」

    　ソファでノートPCのキーボードを叩いていた崎先生が顔を上げ、「お疲れさん」と微笑んだ。

    「コーヒーでも飲んで座って待っててくれ。答え合わせするから」

    　崎先生はぼくと交代で椅子に座り、赤ペンを片手に答えあわせをしていった。

    　ローテーブルの上には、ミルクがたっぷり入ったカフェ・オ・レ。一口飲んでみると、砂糖は入っていなかった。

    　確かに今日はカフェ・オ・レの気分だったけど、どうして？

    　ぼく、コーヒーの好みを言ったことがあったのだろうか。

    　数分後、「よく頑張ったな、合格だ」の声に、大きな安堵の溜息が出る。

    　よかった～～～～～～！留年免れた！

    「けど………」

    　けど？

    「一問、間違い」

    　ガーーーーーーーーーン！

    　崎先生の手から答案用紙を奪い、大きくバッテンが付けられている所を見て「嘘………」呟きが漏れる。

    　しかも、スペル間違いという初歩的ミス。

    　崎先生はクスクスと笑い、ぼくの腕を取ってソファに座らせた。

    「昨日の約束、覚えてるか？」

    「約束？」

    　約束って………もしかして………もしかしなくても………。

    　崎先生の大きな手が、ぼくの頬を包んだ。

    　え？え？

    　固まってしまったぼくを知ってか知らずか、ゆっくり顔が近づいてくる。

    　そして………。

    　崎先生の口唇が、ぼくの口唇に合わさった。

    　上唇、下唇と舐められ、隙間をとんとんとノックされる。されるがまま、薄く開けた口唇に舌先が入ってきた。

    　柔らかくて熱い塊が縦横無尽に動き回り、ぼくの舌と絡む。

    　飲み込みきれなかった唾液がぼくの顎を伝い、首まで流れている感触がした。

    　経験した事がない濃厚なキスにボーっと頭が白くなり始めた時、なんでキスされているんだろうと根本的な事を思い出した。

    　バッテン一つに付きキス一つって、今までも追試になった人がいるだろうに、その人達にも同じ事やっていたんだろうか。

    　奥さんも子供もいるのに？

    　そう思うと、ポロポロと涙が零れてきた。

    「うえっ………」

    　ぼくの涙を見た崎先生はギョッとして、

    「そんなにイヤだったのか？！」

    　慌てふためいてぼくを抱きしめ、子供をあやす様に背中をトントンと叩いた。

    　崎先生のシャツが、涙でくしゃくしゃになる。

    「他の人にも………同じ事して……ひくっ……るんでしょ？！奥………さんも子供もいるのに！！」

    　優しく抱きしめていた崎先生の腕が背中から離れ、ぼくの二の腕ををギュッと握った。そして目がすっと細くなる。

    「なんだ、それは？」

    　聞いたことがないような低い低い声が響いた。

    「写真が………ひくっ」

    「写真？」

    「お………くさんと、おこさんと、先生、写った………ひくっ」

    「オレは、結婚なんてしてないぞ」

    「でも………ひくっ………写真……抱っこしてた…………」

    　ぼくの言葉に「うーん」と宙を睨んでいた崎先生は、何かに気付いたように「あっ」と叫び、

    「あれ、オレの妹と甥っ子」

    　あっさりと言う。

    　へ？

    　びっくりどっきり涙も引っ込んでしまった。

    「旅行がてら日本に戻ってきてたんだよ。普段アメリカに住んでるから、なかなか会えなくてな」

    「妹さんと甥っ子さん………？」

    　そう言えば、写真を見たときお子さんが崎先生によく似てると思ったけれど、崎先生と女性も似ていたような気がする。

    　じゃあ、本当に妹さんと甥っ子さん？

    　崎先生はぶつぶつと呟くぼくを優しい目で見て、

    「結婚してないってのは、納得したか？」

    　大きな手で、ぼくの頭を撫でた。

    　こっくり頷きつつも、まだ疑問が残る。

    「でも、他の赤点の人にも……キス………」

    「するわけないだろ！」

    　間髪いれずに返ってくる反論。

    「なんで？」

    「なんでって………」

    　崎先生は、顔を赤くしてふいと視線を外した。

    「温室で、バイオリン弾いてるだろ？」

    「あ………はい」

    「以前、大橋先生に用事があって温室を尋ねたら、葉山がバイオリンを弾いてて。お前は気づかなかったみたいだが。それから、何度か見に行って………」

    　全然、知らなかった。バイオリンを弾いているときは、音に集中しちゃって、周りが見えなくなってしまうんだ。

    　崎先生が来ていたなんて、初耳だ。

    　でも、それとこれと、どう繋がってるんだろう。

    　崎先生は、はてなマークを頭に飛ばしたぼくに大きな溜息を付き、

    「よく聞けよ、託生が好きなんだ」

    　目をしっかり捕らえ言い切った。

    　え………？

    「何度も見に行くうちに、どうしてこんなに気になるんだろうって思った。授業態度はいいのに、ペーパーはとんでもなく悪くて、もしかしたら嫌われていてやる気がないのかとも悩んだ。だが昨日、託生に嫌いじゃないと言われて、すごく嬉しかった」

    　お前の態度に、一喜一憂してたんだよ。

    　一気にしゃべって、ぼくを両腕で包み込む。

    　崎先生の腕の中は、なんて暖かいんだろう。他人では感じることができない安心感。崎先生の少し早い鼓動が、ぼくの耳に届いた。

    　暖かい手に促されるまま、顔を上げる。

    「オレを嫌いじゃ、ないだろう？」

    　ぼくの気持ちなんて、さっきの涙でおみとおしのはずなのに、どうしてこんなに不安げに聞くのだろう。

    　ゆっくりと近づく崎先生の口唇に、目を閉じた。

    「嫌いじゃ、ないよな」

    　口唇を離し心配そうに呟いて、もう一度優しく口付けた。

    

    

    「でも、間違い一つに付き、キ……キス一つって………」

    「託生にキスしたかったからに決まってるだろ？」

    「セクハラだ！パワハラだ！キャンパス・ハラスメントだ！！」

    　文句を言うぼくをソファに押し倒して、

    「恋人なら、セクハラじゃないよな」

    　耳元で意地悪く囁く。

    　そして、意図を持った指がネクタイを解いて、第一ボタンにかかった。

    「ちょ………ちょっと、待って！」

    「待てない」

    「………………ぼく、まだ16歳」

    「愛に歳なんて、関係ないだろ？」

    「それが、教師の言う台詞？！」

    　崎先生はニヤリと笑い、

    「英語だけじゃなくイロイロ教えてやるよ、託生」

    　絶句したぼくの口唇を覆い、力強い腕で抱き上げた。

    

    

    

    

    本当は、エロエロ黒ギイの予定だったんですけど、ギイが勝手に先走り、託生くんはおバカな子になり、二人の後を追いかけるのがせいいっぱいだったんです。

    こうなると、どう軌道修正しようと思っても無理ですから。

    キャラが全く違いますが、パラレルならではと思っていただければ（汗）

    ちなみに「英語が嫌いなのか」の台詞は、管理人が現実に英語教師であった担任から言われた言葉です；

    しかし、こんなに長くなる予定はなかったのに………。

    あぁ、忘れてた！知らない方のために。

    『パルプンテ』はゲーム、ドラゴン・クエスト内の呪文で、効果は「何が起こるかわからない」です。

    (2010.10.6)
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